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GaをドープしたGe結晶を特定の結晶軸方向に圧縮することで有感帯を長波長側に延ばした「圧縮型Ge:Ga検
出器」は、100-200µm帯で随一の性能を持ち、あかり、Spitzer、Herschelなどの宇宙赤外線望遠鏡衛星に広く用
いられてきた。しかしこの圧縮型 Ge:Ga検出器には、結晶を強く加圧する機構が必要であり、また Ge:Ga結晶
の吸収率の低さを補うために入射遠赤外線を封じ込めるキャビティ構造が必須である。そのため、小型化やピク
セル数の拡張が容易ではなく、量子効率が 10%程度にとどまるという欠点があった。我々はこれらを工夫によっ
て解決した 15素子の一次元アレイを開発し、気球搭載遠赤外線干渉計 (FITE)に用いてきた。
　この実績を踏まえ新しい工夫を加えて、5段 15列（75素子）の二次元アレイ検出器を新たに設計し（2013年
春期年会W18c）、組立に成功した。キャビティーは電磁波解析で最適化され、二次元アレイとして原理的には無
限に拡張できる構造である。また読み出し回路の初段として、2Kで動作するMOSFETと 80Kで動作するオペ
アンプを用いてTIA（Trans-Impeddance Amplifier）を構成した。ちなみに 80Kステージは 2Kクライオスタッ
ト内に入念な熱絶縁・光絶縁をして設置されている。これによって電気的干渉ノイズの影響を格段に軽減できた
と期待される。この新しい検出器を組立てて、素子が加圧できることを確認した。次に極低温において初段TIA
を含めて電気的に動作することを確認した。さらに一部のピクセルについて感度を測定し、量子効率で 30%程度
以上あることを確認した。今後は全ピクセルの精密感度測定、ノイズ測定、分光特性測定を行い、性能を実証し
たうえで、2014年に計画している FITEのフライトで使用する予定である。


